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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 本研究は対称性の破れの起源の探求を、コンフォーマル不変性をもつゲージ理論、特に「ウォーキン

グテクニカラー」模型に基づき、解析的、数学的手法のみならず、格子ゲージ理論の数値計算による手

法で行う。 

 既に、複合 Higgs と思われる粒子の候補が、存在することが解析的手法で指摘されているが、具体的

な候補を探すため、格子ゲージ理論の数値シミュレーションを行い、その存在の可能性を指摘した。LHC
により発見された Higgs 粒子が、この複合 Higgs と矛盾しないことを示している。このような、純理論

的研究が、最新の実験結果と比較検証されるのは、特筆すべきことである。 
 今後、更なる発展が期待され、当初計画どおりの成果が期待される。 


